
WikipediaTown 沼津

沼津市には実は古墳が大きな物でも１４基あり、発掘されていない物も含めると
1000基以上あるかもしれないという事をご存知ですか？この活動を始めてから
自分の家の、職場の近くにあるのに全然知らなかった…という人が沢山いる事に
気づかされました。私達が日々暮らしている中で、知っていると思っても
知らなかった事というのは実は沢山あります。そして、知らないという事実は
自分では気づく事が出来ないのです。
じゃあどうやって知らないことに気づくの？
皆んなに知ってほしい事、知ってる事をどうやって伝えたらいい？
インターネット上の百科事典と言われているWikipedia を活用して
知ってる事を残せる、調べられるようにする為に私たちは活動しています。

Code for ふじのくに

2018年は
お城やお寺がテーマ！
次回7/16( 月祝 )
開催予定

2017年は
高尾山古墳、長塚古墳、清水柳北1号墳、山ノ神古墳、神明塚古墳、
井出丸山古墳、馬見塚古墳群、四ツ塚古墳、霊山寺の横穴、妙蓮寺の石櫃、
江ノ浦横穴、松江古墳を見て回りました。皆さんは何個知ってましたか？

高尾山古墳

江ノ浦横穴

清水柳北1号墳

沼津には古墳が1000基以上？！

井出丸山古墳

郷土愛が深まる？！
自分が見たことないもの、何となくしか知らない物を他人に伝えるのは
難しいものです。Wikipediatown沼津では学芸員さんによる文化財の
詳しい説明を聞きながら現場を見学します。本だけでは知り得ない現場を
調べたり写真を撮ったりして、見聞を深めます。
実際に見て知ることによって地域への誇りが強まり、地域愛が育ちます。
よその地域から来た人はもちろん、地元の人もより深くその土地に愛着を
持つことができるのです。

文化財を見てまわった後は図書館で記事を書きます。地域の調べものはその地域の図書館が一番詳しく、資料が豊富です。司書さんに
リファレンスをかけ、記事を書くのに必要な本をかき集めます。一つの項目を書くのに必要な資料は10冊以上になることも珍しく
ありません。複数の本を調べて自分で文章を書く、この行為は思ったよりも大変で2~3時間かけても数行しか書けないことも…
自分で文章を書くことで国語力が上がり、教育面でも大きな効果のあるイベントです。

国語力の上昇

高尾山古墳擬人化キャラクター


